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2023年の記録的な高温
世界平均気温の季節変化

https://berkeleyearth.org/global-temperature-report-for-2023/
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地球温暖化の主な原因が
人間活動である可能性が→

https://gml.noaa.gov/ccgg/trends/



地球温暖化のしくみ

１．温室効果が
無かったら…

２．温室効果が
あるので…

３．温室効果が
強まると…

１4℃ １4℃+－19℃
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増加を続ける温室効果ガスの排出量と大気中濃度
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.1a,b)
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シミュレーション
人為要因＋自然要因

シミュレーション
自然要因のみ

人間の影響によりすでに~1.1℃の地球温暖化
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.1c,d)

産業革命前からの世界平均気温変化 世界平均気温変化の要因分解
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人間の影響による温暖化には「疑う余地が無い」

(1850-1900年の平均からの変化)

観測値
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‘気候モデル’ = コンピュータの中の地球



気温変化シミュレーション

MIROC5気候モデルによる (AORI/NIES/JAMSTEC/MEXT)

「非常に高い」シナリオ相当
（対策無し、化石燃料依存）

「低い」シナリオ相当
(~+２℃安定化）
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9「日本の気候変動2020」 (文科省・気象庁)より
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(IPCC AR6 SYR, Fig.SPM.3a,b)

温暖化が進むと影響が深刻化し、地域差は拡大

高温・高湿による
人間の死亡リスク

生物種の
損失リスク

1991-2005の実績値

死に至る熱中症を引き起こしうる日平均気温・湿度条件になる年間日数。

危険な温度にさらされる動物と海藻の種の割合。種の移動は考慮していない。
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.3.4a)

海面上昇は今後数千年続く

2050年には、100年に1度の
高潮の頻度が20~30倍になり
10億人が被災する

観測値
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南極氷床が不安定化し、海面上昇
が加速する可能性を排除できない
（⇒ティッピング現象）
（図中の----------線）

温暖化を低く抑えれば将来の海面
上昇も相対的に低く抑えられる

排出量が「非常に高い」
シナリオ（対策無し）
2300年の海面上昇が2~7m
（南極氷床が不安定化すれば
15mの可能性を排除できない）

排出量が「低い」
シナリオ（~2℃安定化）
2300年の海面上昇が0.5~3m



原因に責任の無い人たちが深刻な影響を受ける
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(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.3b)
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13(IPCC AR6 SYR, Longer Report Fig.2.1a, Fig.SPM.5a)

現状の排出削減ペースはまったく足りていない

各国の2030年目標
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理学・工学・計算科学
地球システム変動の理解・モデル化・予測
・自然変動と温暖化応答
・極端現象の変化
・古気候と将来のティッピング現象
・不確実性の評価

生態学・工学・農学・水産学・医学
自然・人工システムへの気候変動影響
・生態システムへの影響とフィードバック
・人工システムへの影響
・食料生産・水資源への影響
・人間健康への影響

人文・社会科学
気候変動影響の社会的側面
・社会システムへの影響
・社会の脆弱性
・影響の不公平性（気候正義）



IPCCの見解を
知っていた

15「気候変動に関する世論調査」内閣府政府広報室, 2023.11より

知らなかった
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気候変動を理解し

地球規模のリスクに向き合おう
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